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はじめに

平成２３年（２０１１）９月の「横井小楠と変革期思想学会」開催（当館会場）にちなみ、当館でもミニ

展示を行った１）。あわせて当館古文書初級講座（１０月８・１５・２２日開催）でも小楠関係の資料のなか

から、展示でも紹介した春嶽側近の御側向頭取による「御用日記」２）のうち、彼が江戸の春嶽のもと

に呼ばれ、初めて対面した、文久元年（１８６１）の４月から８月の部分を取り上げることとした。春嶽

の日常を機械的に簡潔に記す内容と、少し癖のある細字で書かれていることから、初級講座のテキス

トには不適切かとも思われた。しかし、土曜の午後２時間、３週連続の講座を無事終了することが出

来た。予想以上に受講者に受け入れられたのは、同じような記述の繰り返しが初心者には理解しやす

かったことと、ささやかながら新事実をいくつか提供できたからだと思っている。ここでは講座で使

用したテキスト部分を中心に翻刻掲出し、講座の折の簡単な説明を付して、あらためて紹介すること

にした。

以上の経緯と分量的制約もあり、掲出した翻刻分は、小楠関係項目だけを抜粋して日付を付して並

べるにとどめ、日記である原本の形態を反映していないことをお断りしておく。

１．師賓としての処遇

福井藩江戸中屋敷霊岸島邸での春嶽と小楠の出会いは、小楠自身が「小拙へは余り御手厚き御あし
ゆ き え

らい」「誠に心痛之事共に御座候」３）と書き送り、中根靱負も「総而師賓之礼を以御接待あり」４）と回

想していることから、このときの小楠に対する春嶽の処遇が破格のものであったことは、早くから知

られていたが、これについて当「御用日記」によりさらに客観的かつ具体的に知ることが出来る。小

楠を師賓として処遇する春嶽の姿は、掲出部分のほぼ全編に表れているが、特に初対面の次の光景が

強く印象に残る。すなわち、書斎の四畳半の上之間に斜めに座り、小楠を敷居内に招じ入れた春嶽は、
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やがて盃を頂戴させて遠慮する小楠に強いて返盃するよう仰せ付けた（４月８日）。師弟の盃を取り

交わしたのである。この姿は、陪席する中根靱負たちにも強く印象付けられ、やがては藩主茂昭はも

とより家老を始め家臣たちにも浸透、徹底することになった。この特別の処遇は、折々の贈答品や、

招宴、別宴などの記述にも表れているが、８月２０日小楠が江戸を去る際にも、朝早く出立する小楠を

袴姿でわざわざ玄関まで出て見送っているように、最後まで変わることはなかった。
（嘗せすカ）

この手厚い処遇について中根は、小楠の「卓絶之学識有て、古人之糟粕を嘗す、警醒議論、毎ニ人

之意表ニ出つ。」という優れた学識が「公（春嶽）にも、兼而御景慕在らせられ」５）たからだとしてい

る。４か月にわたる講義を受けた後も変わらぬ春嶽の態度をみると、小楠の学識に、噂どおりか或は

それ以上の手応えを感じたものと思われる。ではその講義内容はどんなものであったか。

２．講義の内容

小楠自身はこのときの講義の様子を次のように記している。

「中将様（春嶽）へは日夜罷出、様々御噺合の中、尤も学術の要領至極に御領会被成、御父子（春

嶽と茂昭）并に執政御一座之御咄合も既に及四度、毎に九ツ頃より暮に入り、父子君臣誠に家人之寄

合の如くに有之、面白き成り行に御座候」６）

これは講義が始って間もない様子であるが、掲出の日記を、内容、同席者を中心にまとめてみると、

その概要が明らかになる（図参照）。

まず講義の形態が２つあることにきづく。ひとつは、上屋敷常盤橋邸からやってきた当主茂昭主従

を加えた「大学」の会読会で、４月１３日から６月１４日まで６回行われている。「大学」は自己修養か

ら始めて多くの人を救済する政治へと段階的に発展していく儒者にとっての基本綱領、格物・致知・

誠意・正心・修身・斉家・治国・平天下について述べたもので、この講義については、中根が「経義

及ヒ心法経済之学」７）と呼んでいるように、特に誠意（邪念を去り、自らを欺くことがないように常

に注意）を「心法」上の工夫として重視する熊沢蕃山の影響をうけた講義であったと思われる。先の

小楠の書簡は４月１６日付であるから、まさにこの頃の様子を表したものである。

ところが、これとは別に、ほぼ毎日のように春嶽に召されて罷り出た小楠は、途中「閑話」などを

挟みながら、中根など春嶽側近の陪聴のもと講義を行っている。記録されているものだけで「常陸帯」

６回（４月２６日から５月１０日）・「集議和書」５回（５月１１日から６月１１日）・「書経」９回（「舜典」

「大禹謨」などを含め７月９日から８月１７日）と２０回に及ぶ（小楠の出席と退席のみ記されている場

合は内容欄が空白）。「常陸帯」は藤田東湖が光圀と斉昭の事績を顕彰したものであり、「集義和書」は

熊沢蕃山が例をあげて武士が儒教道徳を実践する方法を説いたもの、また「書経」は堯舜から夏・殷

・周の帝王の言行録を整理した演説集で「三代の道」の理念が説かれているものと理解すると、北野

雄志氏が次のように指摘されている、まったくその通りの講義が、このとき春嶽に対して行われたこ

とがわかる。

（小楠は）蕃山の『集義和書』講学を通じて、越前藩君臣に誠意の工夫を行わせ、彼らに浸透し

た水戸学の悪影響を除こうとした。誠意の工夫は、武士が修己治人を実践する場合の方法論であ

り、豊かで平和な民衆の生活を保障することが為政者の義務であるという「三代の道」論でその
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究極の目的を明確に示した８）。

ここでひとつ注目したいのは、藩主茂昭が「常陸帯」以降の講義には参加していないことで、特に

仕上げともいうべき「書経」の会読初回を直前に断り、以後は欠席していることである。この日（７

月９日）は午前中に書経の講義が行われているが、昼飯時に常盤橋邸から、今夕出席予定の会読を断

ったからと西瓜が届けられ、午後は会読延期を知らず家老以下が出勤してきたので、急遽納涼会を開

いている。これまで茂昭を含めて会読が行われたときは、小楠の午前中の講義は行われていない。会

読の日は午前中に茂昭が春嶽夫妻に対面するのを例とするからで、この日は午前中に講義が行われて

いることから、少なくとも茂昭の欠席を理由に会読を延期することは前日には決まっていたと思われ

る。さらにこの日以後の「書経」の講義が、「大禹謨」のみ午後の会読型（ただし茂昭不参加）で行

われ、残り「舜典」等納会まで含めて春嶽側近が陪聴する午前の講義型で行われていることから、こ

の時点で茂昭参加の書経会読の計画そのものが変更されたと考えて間違いないであろう。藩主茂昭に

対して隠居春嶽復権の鍵が「三代の道」を説く「書経」講義にあることを考えると、茂昭あるいは春

嶽に何らかの配慮が働いたと考えるのが自然であろうか。

３．海軍構想の淵源

松浦玲氏は勝海舟と小楠の出会いについて、勝の談話を引かれて、「このとき江戸の越前藩邸で会

ったのが最初ではないかと思われる」と書かれ、さらに「この年に小楠と海舟が何を話したのか、残

念ながら確かな記録を欠いているが、二人の共通の関心事に、この文久元年に起っていたロシア軍艦

対馬占領事件があったことは間違いない。」９）と指摘されている。

このことについて、日記には６月２９日に「小楠方へ勝麟太郎参ニ付干菓子一折被下ニ相成申候」と

あり、まず出会いの日付が確定し、さらに春嶽から菓子が下されていることから、この会談が少なく

とも春嶽の了解を得ており、あるいは春嶽の命により行われたことをもうかがわせる。さらにこの日

午後、同じ屋敷で春嶽・茂昭以下が御人払いで用談しており、内容が「蒸気船一条之由」であること

から、上記松浦氏の指摘を踏まえると、福井藩はこのとき、勝海舟からの情報も得ながら、藩有蒸気

船の調達を意図したとも考えられる。もしそうならば、この計画が２年後の文久３年（１８６３）春、長

崎で購入した黒竜丸として結実し、その敦賀着岸にあわせるように、神戸での海軍操練所計画が将軍

家茂および姉小路公知、すなわち幕府・朝廷両方に了解されたという情報をもって坂本竜馬が現れ、

勝海軍塾の資金として１，０００両を借りて帰ったことにつながる。春嶽、小楠、勝、のちに竜馬を巻き

込んで、それぞれの立場によって温度差はあるけれども、幕府海軍だけでは外圧に対抗できないので、

朝廷を中心とする日本海軍の設立をという構想は共通するところで、この流れの淵源がこの６月２９日

前後にあると考えて間違いはないであろう。

おわりに

先に引用した『奉答紀事』は小楠についてさらに次のように論評する。

小楠先生性�蘖ニ沈り、女色を愛し、公平無私之学弊、遂に放縦不羈に流れ、其行状を検束セす、

履行常ニ説く所之経訓と背馳する者多し、
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これは明治になってからの中根の回想で、後の両者の厳しい意見の対立を反映しているが、今回の

掲出部分でも、謹厳実直の中根は宴会ごとに「侍座」させられ、「猿若町の歌舞伎見物」（８月１３日）

や金持ちの別荘での「別宴」（同１６日）などと春嶽の命令で頻繁につき合わされている。中根の厳し

い小楠感はすでにこのあたりから心に宿りはじめたように思える。

このほか、注目される事項として、「御前様」（春嶽の奥方勇姫）に目通りが許され、中根の案内に

より「出格の取扱」により大奥に上がり、さらに小楠が江戸を離れるに際しては別れの盃を受けてい

ることがあげられる（８月１５・１９日）。共に熊本出身の好というだけでは片付けられない、当時の熊

本藩と福井藩（とくに娘婿に当たる春嶽の立場）に関わるなにか重要な問題があったように受け取れ

る。

以上のほか、鵜飼玉川による写真撮影などすでに紹介されている事実１０）以外でも、利用価値のある

記述がある。これを契機に掲出部分以外も含めて、当「御用日記」の更なる利用を期待する次第であ

る。

注

１）「文久三年のあつい夏－『御用日記』から読む小楠と福井藩」当館ホームページ「今月のアーカイブ」（平成２３年

９・１０月）参照。

２）注１）および「知られざる幕末維新 福井藩の記録」当館ホームページ「２０１０年度企画展示パンフレット」参照。

３）文久元年（１８６１）４月１９日付横井牛右衛門宛書簡（『横井小楠遺稿』所収）。なお同書簡の尚書に「中将様より被

仰聞候趣も有之、横浜表に参り候筈に御座候、（中略）何に来月末にも可相成と奉存候」とあり、当掲出部分の

７月１５～１８日の横浜行きに該当する。この時点で計画されたものの１ヶ月半ほど延びたことがわかる。

４）中根雪江著『奉答紀事』（昭和５５年東京大学出版会）Ｐ．２１７。

５）注４）。

６）注３）。

７）注４）。

８）北野雄士「水戸学批判と蕃山講学」（別冊『環』１７所収）。

９）松浦玲『横井小楠』（２０１０年 ちくま学芸文庫）Ｐ．２０６－２０７。

１０）西村英之「福井写真史考―松平家と写真―」（福井市立博物館『研究紀要』６号１９９８年 所収）。
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表 文久元年（１８６１）４月～８月の春獄と小楠 文久元年「御側向御用日記」（松平文庫）より
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参考図 霊岸島御屋鋪図（年代不詳）

（松平文庫１４０７、福井県立図書館保管 ５５×７１�）
図右下に天保４年（１８３３）４月に勧請された湯尾峠の孫嫡子を確認するのみで、作成時期は未

確定。しかし、図左の巨大なひょうたん型の池や、図右上の作事所横の物揚口（小楠が芝居見

物に出かけた河戸）などから、作成時期は文久元年当時とそれほど離れていないと思われる。

このため講座では年代不詳であることを断ったうえで、参考図として利用した。
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